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いよいよ2025年
「住み慣れたところでいつまでも」
を追求し続けます！

※

新年明けましておめでとうございます。
ご利用者・市民の皆さまにおかれましては、
穏やかな佳き年をお迎えになられたことと、
心よりお慶び申し上げます。
「団塊世代」のすべての方が75歳以上

の後期高齢者となることで、医療や介護の
ニーズが大幅に高まるとされる2025年を
迎えました。これに備えるため、武蔵野市
では15年ほど前から、「誰もが、どのよう
な状態になっても、住み慣れた地域で暮ら
し続けられる」よう、「まちぐるみの支え
合いの仕組み（武蔵野市版地域包括ケアシ
ステム）」づくりを進めてきました。
福祉公社の創業以来の基本理念と、「ま

ちぐるみの支え合い」の目指すところは同
じです。私たちの日々の業務一つひとつが、

2025年に向けた地域包括ケアシステム構
築のための取組みであったと言っても過言
ではありません。
武蔵野市にご支援いただきながら、市民

社会福祉協議会と準備を進めてきた社屋改
築計画もその一つです。昨年末に既存建物
の解体に着手し、今年４月以降、いよいよ
本体工事が始まります。
真価が問われる今年、培ってきた力を最

大限発揮して、皆さまの「住み慣れたとこ
ろでいつまでも」をお手伝いする「安心の
パートナー」として、引き続き力を尽くし
てまいります。
皆さまのこの一年のご多幸を祈念して、

年頭のご挨拶とさせていただきます。

※「住み慣れたところでいつまでも」は武蔵野市福祉公社の基本理念です。

新年のご挨拶

公益財団法人武蔵野市福祉公社

理 事 長 森 安 東 光



高齢者総合センター
在宅介護・地域包括支援
センター

地域包括ケア
人材育成センター

センターが生まれて６年。今年も
地域で活躍する皆さまとともに、
様々な取組み、新たな企画にチャ
レンジします！

高齢者総合センター
デイサービスセンター

今年は大規模改修が終わり緑町に
戻ります。施設も私たちスタッフ
も脱皮し、新たなセンターのスタ
ートです！！

北町高齢者センター
コミュニティケアサロン

地域の方々がご利用者やボランティア
として、また気軽に立ち寄っていただ
けるような、温かく開かれたセンター
を目指します。今年も職員みんなで力
を合わせて頑張ります。

自分の家で変わらぬ日々が過ごせるこ
と。それが、いかに幸せかを実感した
昨年でした。皆さまの変わらぬ日常が
続きますよう、相談して良かった、生
活の幅や選択が広がったと思っていた
だけるサポートを心がけていきます。

住宅改修・福祉用具
相談支援センター

高齢者総合センター
社会活動センター

高齢者総合センター大規模改修に伴
い、社会活動センター講座は秋ごろ
まで休講しております。修繕を終え
てきれいになった施設で、皆さまに
お会いできるのを楽しみにしており
ます。

本年も「ささえあいの仕組みづく
り」を進め、誰もが安心して暮ら
せる地域づくりを目指してまいり
ます。

各部署新年のことば
毎年恒例、各部署よりご挨拶です。

本年もよろしくお願いいたします！



総 務 課

今年はいよいよ新社屋建設が着工
します！皆さまの期待の詰まった
新社屋ができる様子を夢いっぱい
に見守ってください。今年もどん
な困難にもへびのように柔軟に対
応していきます！

権利擁護センター

権利擁護センターにお任せ下さい！
ヘビー級の包容力でお役に立ちます！

成年後見利用支援
センター

成年後見制度について、市民の皆
さまに気軽に相談していただける
ようなセンターを目指し、これか
らも精進してまいります。

生活自立支援センター

今年の４月で開設から５年目を迎
えます。ほっと一息つける相談場
所でありながら、地域に開かれた
窓口を目指してまいります。

ホームヘルプセンター
武蔵野

昨年は新しいメンバーが増えまし
た。これからの時代の波に乗り、
より良いサービスが提供できるよ
う職員一同頑張ってまいります！

ケアプランセンター

ご利用者の皆さまが健やかで安心
した生活を送れるよう、さらにパ
ワーアップしチーム一丸となって
支援してまいります。

子育て広場みずきっこ

同じ屋根の下で地域の子どもたちが
デイサービスの皆さんに見守られて
います。子どもだけでなくパパママ
向けの楽しい企画もあり、のんびり
すごせるアットホームなひろばで
す。ぜひ遊びにいらしてください♪



ケアプランセンター 竹下 真実子

まちぐるみのささえ合い

生まれは群馬県高崎市、小学校から小平
市で過ごし、今は西東京市に住んでいる私
は、それぞれの地域に思い入れを持ってい
ます。高崎市は両親の出身地で先祖代々の
お墓があります。小平市の実家は今も両親
が暮らしています。生まれ育った地域でな
くても、長く暮らしている所や、仕事で携
わっている地域、大切な人がいる所には愛
着を感じるものです。
先日、高校１年生の息子が朝食を食べな

がら「地元っていいよな～」とつぶやきま
した。若いのに意外なことをいうなと驚き
つつ、理由を聞くと小中学校からの友達が
近くに住んでいてすぐに遊べるからと。通
いなれた通学路や馴染みの店、たくさんの
友人が住む町が居心地よく、思わずつぶや
いた一言だったのでしょう。息子は生まれ
てから今まで同じ地域で育ちました。心の
中に地域愛を育んでいるようで何だか嬉し
い気持ちになりました。地域への愛情は
「まちぐるみのささえ合い」につながる大
切な気持ちだと思います。大事に育んでほ
しいと思います。

権利擁護センターより権利擁護センターより

(問合せ・申込み) 権利擁護センター TEL 0422-66-2987

ホームヘルプセンター武蔵野 野村 由美次回は→

２月７日（金）13時30分～15時00分
＠市役所413会議室

毎月第４水曜日 / 次回：２月26日 午後

次回：２月12日（水）午後

２月25日（火）13時30分～15時00分
＠市役所411会議室

令和６年度第２回
武蔵野市認定ヘルパー養成研修
市内の高齢者宅で家事援助を行う認定ヘルパーの
養成研修を開催します。

※詳細は人材育成センターホームページ、または市内各所で
配布されているチラシをご覧ください。

(問合せ・申込み) 

武蔵野市地域包括ケア人材育成センター
TEL 0422-20-3741

記後
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先日仕事終わりに、
国際宇宙ステーションき
ぼうが、頭上をゆっくり
通り過ぎていくのが見え
ました。慌ただしい日常
を、ずっと遠くで見守っ
ていたものに想いを馳せ
るのと同時に、日々着実
に積み重ねたものを感じ
るひと時でした。
（米良）

●成年後見制度について

●エンディングノート講座

◆法律相談 /成年後見関連

◆高齢者及び権利擁護に係る法律相談

法人案内 本部事務所 吉祥寺本町 1-15-9  岩﨑吉祥寺ビル３階

法人ウェブサイト

https://fukushikosha.jp

受付時間
8時30分～17時15分（すべて共通）

総務課（代表）
権利擁護センター

成年後見利用支援センター
生活自立支援センター（サテライト）

ケアプランセンター
ホームヘルプセンター武蔵野
地域包括ケア人材育成センター

管理・社会活動センター
在宅介護・地域包括支援センター

住宅改修・福祉用具相談支援センター
デイサービスセンター

武蔵野市立高齢者総合センター 中町 2-15-14

コミュニティケアサロン
子育てひろば みずきっこ

0422-54-5300
0422-38-5150

0422-23-1165
0422-66-2987
0422-66-2332
0422-66-2801
0422-66-2313
0422-23-2611
0422-20-3741

各事業のお知らせ、採用情報については
ウェブサイトをご覧ください

武蔵野市立北町高齢者センター 吉祥寺北町 4-1-16

0422-51-1975
0422-51-1974
0422-51-1974
0422-51-2933

TEL

TEL

TEL
◀

講 義 令和７年２月18日（火）～20日（木）９時30分～16時30分
＠高齢者総合センター 多目的室

実 習 令和７年２月21日（金）13時30分～15時00分
＠関前スペース（武蔵野市関前４-11-23）

受講料 無 料 定 員 16名/先着順

申 込 ２月６日（木）までにオンラインフォームからお申込ください

申込は
こちら
→


